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お
知
ら
せ

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

９
月
30
日
㈮
が
締
め
切
り
で
す

　
申
請
期
限
の
９
月
30
日
㈮
を
過
ぎ
る
と
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
市

か
ら
送
ら
れ
た
確
認
書
が
手
元
に
あ
る
人
は
、

期
限
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
令
和
３

年
１
月
２
日
か
ら
４
年
６
月
１
日
ま
で
に
転

入
し
た
人
や
、
４
年
１
月
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が
急
変

し
た
世
帯
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
3
年
度
に
既
に
給
付
を
受
け
て
い
る

世
帯
は
対
象
外
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
生
活
福
祉
課
臨
時
特
別
給
付

金
担
当（
１
階
⑩
番
窓
口
）

　
☎
９
８
５－

４
６
０
１

子
育
て
応
援
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
食
費
等
の
物
価
高

騰
に
よ
る
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
８
月
下
旬
か
ら
順
次
子
育
て

応
援
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

対 

象
　
市
内
在
住
の
平
成
16
年
４
月
２
日
以

降
に
出
生
し
た
子
ど
も

内 

容
　一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
分（
５
０

０
円
券
×
10
枚
）

使
用
期
限
　
令
和
４
年
12
月
31
日
㈯

使 
用
で
き
る
店
舗
　
同
封
の
一
覧
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
最
新
の
状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
子
育
て
応
援
課
子
育
て
応
援

担
当（
１
階
⑥
番
窓
口
）

日
高
市
三
道
大
会
の
開
催
中
止

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
日
高
市
三
道
大
会
は
、
開
催

を
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ
　
日
高
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
生

涯
学
習
課
内
）☎
９
８
９－

２
１
１
１

　免除・猶予、
学生納付特例の
承認を受けた期
間の前10年以内
であれば、国民
年金保険料をさかのぼって納めること
（追納）ができます。
　追納した期間の保険料は「全額納付」
として算定されるため、老齢基礎年金
の受給額を満額に近づけることができ
ます。ただし、免除等の承認を受けた
期間の翌年度から数えて、３年度目以
降に追納する場合は、当時の保険料に
一定額が加算されます。
　追納の申し出、納付状況の確認およ
び納付書の再発行は下記へお問い合わ
せください。
問い合わせ　所沢年金事務所　
　☎04－2998－0170

保険年金課
国民年金・医療費担当

ね・ん・き・ん
ミ ニ 知 識 国民年金保険料は

追納できます

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

統
一
行
動
日

○�

歩
行
者
保
護
の
日
・
飲
酒
運
転
根
絶
の
日

９
月
22
日
㈭

○�

自
転
車
安
全
利
用
の
日
・
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
　
９
月
30
日
㈮

問 

い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
交
通
安
全
・
防

犯
担
当

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

　
総
務
省
で
は
、
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、就
業・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
一
部
の
世
帯
へ
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
理
解
と
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
市
政
情
報
課
広
報
・
統
計
担

当ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
市
内
で
「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
に

よ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。
ナ
ラ
枯
れ
が
あ
る
木
は
、
葉
が
枯
れ
る
、

枝
が
落
ち
る
な
ど
の
症
状
や
、
枯
れ
て
か
ら

１
、
２
年
で
倒
木
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ナ
ラ
枯
れ
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、
早
期

発
見
、
早
期
防
除
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

山
林
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
ナ
ラ
枯
れ
が

あ
る
木
を
早
期
に
伐
採
す
る
な

ど
の
対
策
を
と
り
、
近
接
に
迷

惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
農
政
担
当
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広 告 メガネ・補聴器のことならアイメガネ日高店にお気軽にご相談ください。
認定補聴器技能者在籍　TEL 042（986）0001　〒 350－ 1231　日高市鹿山 301 － 6

シリーズ“どうする？「空き家」”
～我が家を困った空き家にしないために～

問い合わせ　都市計画課計画推進・企業誘致・住宅政策担当

第８回　空き家の活用①
日高市空家等対策協議会委員

日高市社会福祉協議会　橋口秋江

空き家を地域の支え合い拠点に
　少子高齢化や社会構造の変化、地域コミュニティ
の希薄化などにより、社会的孤立が地域の問題とな
っています。
　そのような中、空き家等を利活用した地域の居場
所づくりや、地域の支え合い活動拠点づくりは、空
き家の有効活用と地域コミュニティの活性化として
双方に有効な取り組みとして注目されています。
　日高市社会福祉協議会では、地域の支え合いづく
りを地域の皆さんと協働し行っています。社会貢献
的有効活用として、ご協力いただける空き家情報を
募集しています。利用には、さまざまな要件もあり
ますので皆さんと一緒に模索していきたいと思いま
す。

空き家にしてしまう前に検討を
不動産担保型生活資金貸付の案内
　現にお住まいの不動産（土地・建物）を所有してい
る65歳以上、低所得の高齢者世帯の人が、将来に
わたりその住居に住み続けることを希望する場合に、
その不動産を担保にして生活資金の貸し付けを行う
ことにより、その世帯の自立を支援することを目的
とした貸付制度です。
　貸付額は、１か月当たり30万円以内（不動産評価・
年齢・生活費不足額などに応じ算出）で３か月ごと
に交付します。貸付限度額は、担保となる土地評価
額の70％までです。
　不動産は、土地の概算評価額が1,500万円程度で
あることが必要となります。
※要保護相当の高齢者世帯は、評価額が500万円以
上です。
　詳しくは、日高市社会福祉協議会（☎985－9100）
にお問い合わせください。

無
料
耐
震
診
断
相
談
会

　
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
無
料
耐
震
診
断

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
木
造
住

宅
等
の
耐
震
診
断
・
施
工
業
務
に
携
わ
っ
て

い
る
建
築
士
に
相
談
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。

図
面
を
も
と
に
、
耐
震
診
断
技
術
者
の
講
習

会
を
受
講
し
た
市
職
員
が
事
前
診
断
を
行
い
、

相
談
会
当
日
に
診
断
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

期
日
・
場
所
　

○
10
月
15
日
㈯
・
高
麗
川
公
民
館

○
10
月
16
日
㈰
・
高
麗
公
民
館

○
10
月
22
日
㈯
・
高
萩
公
民
館

時
間
　午
前
９
時
～
正
午

対 

象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
住

宅
な
ど

人
数
　
各
10
人（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み
　
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
住
宅
の

間
取
り
が
分
か
る
図
面（
建
築
確
認
申
請

に
添
付
さ
れ
た
図
面
等
）を
お
持
ち
の
上
、

直
接
左
記
へ

問 

い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
建
築
指
導
・
開

発
指
導
担
当

特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

（
第
11
回
特
別
弔
慰
金
）を
受
け
る
た
め
に
は
、

請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
の
請
求
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

支 

給
対
象
　
令
和
２
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
で
戦
没
者
死
亡
当
時
の
遺
族
１
人

特
別
弔
慰
金
支
給
の
順
番

①�

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
の
⑴
父
母
⑵
孫
⑶
祖
父
母
⑷
兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④�

①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
以
内

の
親
族（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限

り
ま
す
。

支 

給
内
容
　
額
面
25
万
円（
年
額
５
万
円
の

５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
間
　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

問 

い
合
わ
せ
　
生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当

（
１
階
⑩
番
窓
口
）

飯
能
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

○
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
は
開
か
な
い

○�

「
滞
納
金
が
あ
る
」「
本
日
中
に
支
払
う
必

要
が
あ
る
」
等
、
お
金
を
請
求
す
る
内
容

は
詐
欺
を
疑
う

○�

知
ら
な
い
相
手
に
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
の

番
号
等
を
絶
対
に
教
え
な
い

　
そ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
来
て
迷
っ
た
と
き

は
、
相
手
に
連
絡
す
る
前
に
家
族
や
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
飯
能
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎
９
７
２－

０
１
１
０
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